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平
成
27
年
度
大
阪
自
動
車
青
年
会
議
所

が
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

去
る
４
月
９
日
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大

阪
に
て
第
36
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

近
畿
運
輸
局
大
阪
運
輸
支
局　

中
西
次

長
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
多
数
の
ご
来

賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の
下
、
前
年
度
の

事
業
報
告
、
同
じ
く
決
算
報
告
、
本
年

度
の
15
名
の
新
役
員
の
承
認
、
そ
し
て

予
算
案
が
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
大
阪
自
動
車
青
年
会
議
所
は

柏
原
新
会
長
の
下
「
～
大
自
青　

Ｇ
ｏ  

Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｉ
ｔ
～
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
目
標
に
向
か
っ

て
進
む
と
い
う
意
味
が
あ
り
近
年
我
々

自
動
車
整
備
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
や
競
争
激
化
に
よ
る
利
益
の
圧
迫

に
対
応
し
、
こ
の
厳
し
い
時
を
乗
り

切
っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
自
動
車

整
備
業
界
の
発
展
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
各
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
自
動
車

新
技
術
の
進
化
に
よ
り
環
境
や
安
全
性

能
の
開
発
・
実
用
化
が
さ
れ
、
我
々
自

動
車
整
備
業
界
も
技
術
の
向
上
や
設
備

の
拡
充
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

す
。本

年
度
は
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
対
応
し

て
い
く
た
め
総
務
委
員
会
・
業
界
発
展

委
員
会
・
業
績
向
上
委
員
会
で
構
成
し

ま
し
た
。

ま
た
本
年
度
よ
り
大
自
青
活
動
の
維

持
、
継
続
を
目
的
と
す
る
為
、
Ｏ
Ｂ
委

員
会
を
新
立
し
、
現
役
主
体
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
大
自
青
組
織

の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
今
年
１
年
間
、
大
阪
自
動
車
青

年
会
議
所
の
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

大
自
青
季
報

初
夏　

第
29
号

～大自青　Go For It～～大自青　Go For It～～大自青　Go For It～
2015年度大阪自動車青年会議所　柏原丸スタート！

(写真左)大阪自動車青年会議所

平成27年度会長　柏原　隆宏

大募集！！　平成２７年度新入会員

　大阪自動車青年会議所では我々と一緒になって活動していただける新入会員を募集しております。

　大阪府下で自動車整備業を営んでいる方で、45才までの経営者もしくは経営幹部の方なら入会可能

です。毎月一回例会を開催し、会社経営に関すること、整備技術に関すること、自己のスキルアップ

につながることなど、同世代の仲間が集まって切磋琢磨しています。

　　　お問い合わせは大阪自動車青年会議所事務局　　　　　　　　

一般社団法人　大阪府自動車整備振興会内　　担当　宮城・住井　

℡：０６－６６１３－１１９１（振興会　代表番号）　　　

ホームページアドレス　http://daijisei.com/        

大自青  facebook  始めました!



　

５
月
例
会
は
、
５
月
７
日

（
木
）
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
に

て
、
梅
谷
社
会
保
険
労
務
士

事
務
所　

代
表　

社
会
保
険

労
務
士　

梅
谷 

幸
弘
先
生

を
お
招
き
し
、
「
経
営
者
必

見
！
企
業
を
労
務
リ
ス
ク
か

ら
守
る
た
め
に
！
～
今
日
の

味
方
が
明
日
の
敵
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
～
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
会
社
経
営

リ
ス
ク
の
中
で
も
、
昨
今
よ

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
労
務

リ
ス
ク
」
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

時
代
の
流
れ
と
共
に
労
務

に
対
す
る
情
報
が
容
易
に
得

ら
れ
る
中
、
経
営
者
と
従
業

員
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
は
企
業

経
営
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
労
務
知
識
を
有
し
て

い
る
経
営
者
と
そ
う
で
な
い

経
営
者
と
の
間
に
は
、
ト
ラ

ブ
ル
発
生
時
に
大
き
な
差
が

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

労
務
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

は
何
も
自
動
車
整
備
業
だ
け

で
は
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
回
の
例
会
で
は
、

大
自
青
会
員
の
取
引
先
の
若

手
経
営
者
様
（
ユ
ー
ザ
ー

様
）
に
も
お
声
か
け
致
し
ま

し
た
。
当
日
の
例
会
は
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
６
名
と
い
う
多
数

の
参
加
者
が
あ
り
、
大
自
青

の
活
動
方
針
の
Ｐ
Ｒ
の
活
動

の
一
環
に
な
っ
た
と
同
時

に
、
業
界
間
の
垣
根
を
越
え

た
例
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

例会だより（５月度例会・６月度例会）例会だより（５月度例会・６月度例会）

 

６
月
度
例
会
が
６
月
４
日
（
木
）
に
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
例
会
は
Ｏ

Ｂ
会
主
催
の
例
会
で
も
あ
り
多
数
の
Ｏ
Ｂ
会
員
の
方
々
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
は
、
混
沌
と
し
て
い
る
自
動
車
業
界
に
於
い
て
事
業
継
承
が
重
要
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
昨
今
継
承
す
る
者
、
継
承
さ
す
者
の
立
場
か
ら
問
題
点
や
方
針
に
つ
い
て
大
自
青
現
役
・

Ｏ
Ｂ
会
員
４
名
の
方
に
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
の
会
社
に
入
社
し
た
き
っ
か
け
か
ら
会
社
を
継
ぐ
立
場
に
至
る
ま
で
の
波
乱
万
丈
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
含
め
、
会
社
を
継
承
し
た
色
々
な
体
験
談
や
会
社
を
継
が
す
と
い
う
社
長
の
思
い
を
赤

裸
々
に
語
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
社
長
か
ら
会
社
を
引
き
継
が
な
い
か
と
打
診
さ
れ
た
時
の

気
持
ち
や
、
入
社
し
た
て
の
頃
の
会
社
に
対
す
る
考
え
方
が
段
々
と
立
場
が
変
わ
り
考
え
方
も
変

わ
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ど
、
事
業
の
３
要
素
で
あ
る
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
方
や
思
い
な
ど

を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

「
チ
ャ
ン
ス
は

全
て
の
人
に
や
っ

て

来

る

」

そ

の

チ
ャ
ン
ス
を
も
の

に
す
る
に
は
、
日

頃
か
ら
準
備
を
し

て
置
か
な
く
て
は

い
け
な
い
。
日
頃

の

積

み

重

ね

が

あ

っ

た

か

ら

こ

そ
、
対
応
出
来
た

と
い
う
こ
と
を
聞

き
、
何
事
も
一
つ

一
つ
の
積
み
重
ね

が
大
切
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

 

今
後
、
私
た
ち
が

会
社
を
継
ぐ
・
会

社
を
継
が
せ
る
と

い
う
時
の
為
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

の
思
い
を
聞
き
改

め
て
認
識
し
、
今

後
の
事
業
継
承
に

役
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

2015年(平成27年)　第二十九号 大自青季報 (２ )



副会長　春田茂樹(㈲春田自動車)

副会長　中嶋秀治(ユーバック自動車㈱)

　本年度、会長を務めさせて頂きます、柏原でございます。

 先行きの日本経済は、緩やかな回復が続くとみられますが、経済活動の水準は、潜在生産量を

下回る状態が続く見込みです。また、足元の個人消費は、消費増税後の落ち込みから持ち直して

いるものの、依然として力強さに欠ける動きとなっています。

　業界を取り巻く環境は厳しさを増しますが、本年度のスローガン「大自青　Go For It」を掲

げ、大自青の仲間と共に切磋琢磨し、前に向かって突き進みたいと思っております。

　また本年度は「業績向上委員会」で各社の収益向上につながる具体的な施策を探り、中長期的

な取り組みとしては「業界発展委員会」おいて業界のイメージアップ策を検討し、自動車整備の

プロとして地位向上を目指します。

　そして充実した組織運営を続けることでＰＲ活動を強化し会員増強に繋げたいと思います。

　微力ではありますが、全力で取り組む所存でございます。皆様のご支援、ご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。

会　長　柏原隆宏(㈱ロードカー)

　本年度、副会長を仰せつかりました春田茂樹です。

　ここ近年の課題でもあります、当会議所の会員減少問題について、活力ある会議所運営を行う

には、やはり会員増強は重点課題だと思われます。

　とは言いながらも、やはり現在所属している会員の所属満足度が上がらなければ新入会員促進

も成り立たないと考えます。

　そこで今年度は、他では聞けない魅力ある、そして参加して良かったと思ってもらえる例会を

少しでも多く行うことで所属会員満足度をアップし、新入会員獲得に繋げればと思います。

　微力ではございますが、柏原会長のもと精いっぱい努めさせていただく所存でありますのでど

うぞよろしくお願いいたします。

　本年度、柏原会長の下、副会長を勤めさせて頂いております中嶋でございます。

　アベノミクス効果で回復基調の経済状況の中ですが、我々自動車整備業にとっては今後の状況

は様々な要因により、厳しくなっていくと思われます。そのような時代だからこそ、本年度スロ

ーガン「大自青　Go For It」を掲げ、大自青の仲間と共に切磋琢磨し、絆を強め勉強させて頂

きたいと思っております。

　微力ながら１年間、柏原会長を支えていきたいと思いますので、宜しくお願い致します。

( ３ ) 大自青季報 2015年(平成27年)　第二十九号

副会長　中原　智(寺西商会㈱)
　本年度この歴史ある大阪自動車青年会議所の副会長を仰せつかりました中原智と申します。

　私、昨年度は近青協実行委員長を努めさせて頂き、関係官庁、関係諸団体並びに諸先輩のご協

力を頂き、また近青協メンバーに支えられ無事、盛大に開催をさせて頂いた感謝とご縁を胸に刻

みこの一年間、柏原会長のスローガンの下、メンバー一体一丸を目指し、業界発展のため全力で

努めさせて頂く所存でございます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

や り ま っ せ 大 自 青 ！や り ま っ せ 大 自 青 ！

正副会長、委員長に今年の抱負をうかがいました。
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第３回献血活動報告第３回献血活動報告

　平成27年６月12日（金）大阪運輸支局の駐車場をお借りして、大自青献血活動を実施しました。当日は天気も

良く和やかな雰囲気の中、たくさんの方に献血のご協力を頂きました。ご協力者にお話しをお伺いした所「手軽

な社会貢献ながら、どこかで輸血を必要としている方の尊い命を救うのに役立っているのかもしれないと、献血

に協力することで暖かい気持ちになれる。」とおっしゃっていました。

　大自青では、恒例事業として今後も献血活動を行いますので、見かけられた際は、献血にご協力頂きます様お

願い致します。

総務委員長　辻野秀範(近畿自動車㈱)
　本年度、総務委員長を務めさせていただくことになりました辻野です。

　本年度は25名という少ない人数でのスタートとなりました。実際に自整業では後継者不在など

の問題もあり、我々大自青も年齢の若いメンバーの数を増やすことが困難な状況にあります。し

かしながら、経済情勢が悪いからといって会員数増強の手を拱いているわけにはいきません。

　40数年前に大自青が誕生した状況と今は同じではありませんが、現在、自分の会社、仕事すら

存続させるだけでも困難な時代だからこそ、志を高く持ち、自らが率先して行動し、良き理解

者・仲間を一人でも多く増やしていく必要があると思います。

　自動車業界と共に発展できるような素晴らしい大自青となるよう１年間邁進してまいります。

どうぞよろしくお願い致します。

業界発展委員長　池田卓史(オカダ自動車工業㈱)
　本年度、業界発展委員長を拝命致しました池田です。

 委員会の名の通り、自動車業界の発展に努め、次世代の自整業を牽引したいという強い思いを

持ったメンバーが集いました。メンバーの総力を結集して、失敗を恐れることなく迅速果断に、

様々な新しい取り組みを推し進めて参ります。とはいっても、まだまだ血気に盛る青年達の集い

です、どうか皆様の温かいご理解とご支援、そして時には叱咤激励を賜りますよう、委員一同よ

ろしくお願い申し上げます。

業績向上委員長　竹田英司(竹田オート㈱)
　この度、四月より業績向上委員会の委員長を務め召させて頂きます竹田オート株式会社　竹田

英司と申します。まだ会歴も浅いのですが、委員長と言う大役を与えていただき、自分自身身の

引き締まる次第です。

 今年の委員会は「業績向上委員会」と決めさせて頂き、名前の通り各社の業績が少しでも多く

上がることを第一に考え、今、自社に足りないところや今後に繋がる仕事や経営方法等を予測

し、委員会メンバーで議論して行きたいと思います。

　私ごとですが、大阪自動車青年会議所に入会させて頂き思いましたのが、皆様方が一生懸命に

会社の事を勉強されていて、それを各会員に情報提供して頂き、毎回為になる事がたくさんあり

ます。今後、大阪自動車青年会議所に入会をお考えの皆様方、毎月定期的に委員会や例会などあ

りますので、是非ご参加のほどよろしくお願いいたします。

　今年一年どうぞよろしくお願いいたします。

一言クラム　～南大阪地区合同勉強会～一言クラム　～南大阪地区合同勉強会～

　平成27年６月６日（土）大阪府自動車整備振興会南大阪地区合同勉強会が開催（出席者約80名）され、柏原会

長がパネリストとして登壇しました。

　「10年後に自整業は成り立つのか」というテーマでパネルディスカッションを繰り広げ、事業継承、整備技

術、車両販売、利益確保などについて、会場を巻き込み熱い討論が繰り広げられました。時には笑いも交えた和

やかな雰囲気の中、10年後勝ち残る会社となる為に、振興会を中心とした横の繋がりの大切さや、経営者として

の覚悟を、真剣に考える良い機会となる勉強会でした。
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